
西
岡
会
長
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
佐

賀
県
高
Ｐ
連
の
会
長
を
務
め
、
今
年

で
５
年
目
。
平
成
30
年
に
は
、
第
68

回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
佐
賀
大
会
の
実

行
委
員
長
も
務
め
た
。

　

１
年
間
延
期
さ
れ
た
全
国
高
Ｐ
連

大
会
島
根
大
会
は
、８
月
25
日
（
水
）

に
全
体
会
は
ラ
イ
ブ
映
像
を
、
分
科

会
は
あ
ら
か
じ
め
録
画
し
た
映
像
を

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
す
る
方
法
で
実
施

さ
れ
た
。
大
会
に
は
多
く
の
単
Ｐ
に

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
大
会
は
一
定
期
間
、

ア
ー
カ
イ
ブ
を
視
聴
で
き
ま
す
）

　

私
は
今
年
、
佐
賀
市
の
食
育
推
進

基
本
計
画
に
係
る
委
員
と
な
り
６
月

下
旬
の
会
議
に
出
席
し
た
。
会
で
は

佐
賀
市
に
住
む
20
歳
か
ら
69
歳
ま
で

の
男
女
１
２
２
０
人
か
ら
得
た
食
育

に
関
す
る
53
項
目
に
渡
る
詳
し
い
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示
さ
れ
食
育
に
関

す
る
取
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
朝
食
を
ほ
と

ん
ど
食
べ
な
い
人
が
約
12
％
。
週
に

２
、
３
日
食
べ
な
い
人
を
含
め
る
と

約
25
％
も
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の

人
た
ち
の
実
に
70
％
以
上
が
高
校
卒

業
以
降
か
ら
朝
食
を
食
べ
な
く
な
っ

た
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
高
校
で
の
食
育
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。

　

食
べ
な
い
最
も
大
き
な
理
由
と
し

て
は
、
食
べ
る
時
間
が
な
い
、
食
べ

る
よ
り
も
寝
て
い
た
い
、
食
欲
が
な

い
、
の
順
で
多
か
っ
た
。
推
測
す
れ

ば
、
何
ら
か
の
理
由
で
寝
る
時
間
が

遅
く
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に

寝
て
い
た
い
。
ま
た
、
帰
り
が
遅
く

な
り
必
然
的
に
夕
食
も
遅
い
時
間
と

な
っ
て
朝
は
食
欲
が
な
い
と
も
思
わ

れ
、
文
部
科
学
省
の
推
奨
す
る
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
を
児
童

生
徒
だ
け
で
は
な
く
大
学
生
や
大
人

に
も
呼
び
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
意

見
を
述
べ
た
。

　

私
自
身
、
40
歳
代
後
半
か
ら
５
年

間
、
朝
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た

結
果
、
体
温
が
35
度
台
と
な
り
免
疫

力
が
低
下
し
て
癌
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
入
院
し
て
毎
朝
ご
飯
と
味
噌

汁
を
食
べ
た
と
こ
ろ
一
週
間
で
体
温

は
36
度
台
に
改
善
。
こ
の
時
に
免
疫

力
Ｕ
Ｐ
に
は
規
則
正
し
い
食
事
が
大

切
で
あ
る
と
実
感
し
た
。
こ
の
経
験

を
卒
業
す
る
直
前
の
生
徒
に
、
食
育

と
し
て
話
し
た
い
と
思
う
。

　
高
志
館
高
校　
校
長　
大
坪
正
幸

佐賀県高等学校PTA連合会
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総会常通

会
長
に
西
岡
豊
氏
を
再
任

（書面審議）

会
長
に
西
岡
豊
氏
を
再
任

「
不
動
心
」

　

私
の
趣
味
は
弓
道
で
す
と
言
う
と
、
や
は
り
「
無
心
」
で
引
か

れ
る
の
で
す
か
？
と
聞
か
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
こ
と
は
見
え
て
い
て
、
聞
こ
え
て
い
て
、
そ
れ
で
も

動
じ
ず
一
事
に
専
念
す
る
気
持
ち
「
不
動
心
」
で
引
け
る
よ
う
、

日
々
修
練
し
て
い
ま
す
。

　
　

佐
賀
県
立
致
遠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会
会
長

花
田　
勇
一

「
朝
食
の
大
切
さ
」

※
な
お
、
西
岡
豊
会
長
は
、
九
高
Ｐ
連
副
会
長
及
び
九
高
Ｐ
連
総
務
委
員
長
も
兼
務

令
和
３
年
度

　

佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
令
和
３
年
度
「
通
常
総
会
」
を
６
月

11
日
（
金
）
に
開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
５
月
21
日
（
金
）

に
行
っ
た
第
１
回
佐
高
Ｐ
連
役
員
会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し
、
書
面
に
よ
る
審
議
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
・
監
査
報
告
」「
令
和
３
年
度
役
員

（
案
）・
委
員
会
組
織
（
案
）」「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算

（
案
）」
の
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
表
決
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
西
岡
豊
会
長
（
佐
賀
商
業
高
校
後
援
会
会
長
）
が
再
任

さ
れ
た
。
ま
た
、
総
会
の
中
で
予
定
し
て
い
た
「
功
労
者
」
表
彰
、「
感
謝
状
」

の
贈
呈
は
今
回
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
後
日
、
賞
状
と
記
念
品
を
各
学
校
に
お

送
り
し
た
。
受
賞
者
の
氏
名
は
第
２
面
に
掲
載
。

「
ご
あ
い
さ
つ
」

　

会
長
の
西
岡
豊
で
す
。
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
皆
さ
ん
に
直
接
お
会
い
す
る

機
会
が
な
く
て
大
変
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。
５
月
の
役
員
会
は
開
催
で

き
ま
し
た
が
、
６
月
の
総
会
は
昨
年

に
引
き
続
き
書
面
表
決
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
高
Ｐ

連
や
九
高
Ｐ
連
関
係
の
会
議
も
ほ
と

ん
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
で
便

利
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
議
の
大
切
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
県
の
高
校
総
体
、
夏
の
高

校
野
球
県
予
選
が
予
定
ど
お
り
開
催

で
き
て
私
た
ち
保
護
者
も
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
、
県
内
で
も
例
年
ど

お
り
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
展
開
で
き
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

  

書
面
審
議
の
内
容

一　
令
和
２
年
度
事
業
並
び
に
決

　
算
・
監
査
報
告

　

事
業
及
び
会
務
報
告
の
後
、決
算
・

監
査
の
報
告
を
行
う
。

収
入　

１
３
６
０
万
８
６
１
４
円

支
出　

１
１
１
３
万
４
１
２
８
円

差
引　
　

２
４
７
万
４
４
８
６
円

　
　
　
　
　
　
（
次
年
度
へ
繰
越
）

二　
役
員
改
選

　

会
長
に
西
岡
豊
氏
を
再
任
。
副
会

長
、
理
事
、
監
事
共
に
左
表
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

三　
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
・
予

　
算
案
審
議

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
る
が
、

事
業
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お
り
、
佐

高
Ｐ
連
の
地
区
別
指
導
者
研
修
会
を

全
地
区
（
５
地
区
）
開
催
予
定
で
準

備
を
進
め
、
新
聞
も
９
月
と
１
月
の

２
回
発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

佐
賀
県
高
Ｐ
連
の
主
な
事
業
計
画

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
通
常
総
会
→
書
面
審
議

②
第
65
回
九
高
Ｐ
連
大
会

　
　
「
鹿
児
島
大
会
」→
中
止

③
第
70
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
　
「
島
根
大
会
」
８
月
25
日
（
水
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ
る
開
催

④
地
区
別
指
導
者
研
修
会

▽
鹿
藤
地
区　

→　

中
止

▽
杵
西
地
区　

→　

未
定

▽
佐
城
地
区　

→　

中
止

▽
三
神
地
区　

11
月
12
日
（
金
）

　
　

サ
ン
メ
ッ
セ

▽
唐
松
地
区　

→　

未
定

　

こ
の
地
区
別
指
導
者
研
修
会
に
つ

い
て
は
８
月
末
時
点
で
の
計
画
で
あ

り
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
各
地
区

に
お
い
て
決
定
が
な
さ
れ
る
。

【
参
考
（
次
年
度
の
大
会
）】

・
九
高
Ｐ
連
大
会

　
「
長
崎
大
会
」

　

６
月
16
日
（
木
）・
17
日
（
金
）

　

出
島
メ
ッ
セ
長
崎

・
全
国
高
Ｐ
連
大
会

　
「
石
川
大
会
」

　

８
月
24
日
（
水
）～
26
日
（
金
）

　

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

　

石
川
県
産
業
展
示
館

会　
長

西
岡　
　

豊

佐  

賀  

商

会　

長

○
総　
　

務

理　
事

新
宮　

陽
子

太　
　

良

会　

長

◇
総　
　

務

副
会
長

花
田　

勇
一

致  

遠  

館

〃

　

進
路
対
策

〃

中
津
海
美
和
子

龍　
　

谷

〃

◇
進
路
対
策

〃

原
田　
　

希

鳥  

栖  

工

〃

◇
健
全
育
成

〃

岡　
　

倫
子

有
田
工
定

〃

　

調
査
広
報

〃

古
賀　

寿
夫

佐  

賀  

北

〃

○
健
全
育
成

〃

青
木　

勝
彦

佐  

賀  

西

校　

長
　

調
査
広
報

〃

平
野　
　

央

唐  

津  

東

〃

○
進
路
対
策

〃

牛
島　
　

徹

佐  

賀  

商

〃

　

総　
　

務

〃

川
田　
　

毅

伊  

万  

里

〃

○
調
査
広
報

〃

吉
松　

幸
宏

龍　
　

谷

〃

　

進
路
対
策

〃

新
宮　

陽
子

太　
　

良

〃

◇
総　
　

務

〃

代
居　

正
巳

鳥  

栖  

工

〃

　

健
全
育
成

〃

塚
原
こ
ず
え

佐  
賀  
東

監　

事
　

総　
　

務

〃

糸
山　

正
孝

佐  

賀  

北

〃

　

健
全
育
成

〃

大
坪　

正
幸

高  

志  
館

校　

長
　

調
査
広
報

〃

清
水　

耕
三

唐  

津  

東

〃

　

進
路
対
策

理　
事

原
田　
　

希

鳥  

栖  

工

会　

長

◇
健
全
育
成

〃

山
下　

秀
司

伊  

万  

里

〃

　

調
査
広
報

〃

古
賀　

寿
夫

佐  

賀  

北

〃

○
健
全
育
成

〃

今
田　

康
光

太　
　

良

〃

　

総　
　

務

〃

渋
谷　

文
明

佐
賀
学
園

〃

　

健
全
育
成

監　
事

守
谷　

展
子

東  

明  

館

会　

長

〃

平
野　
　

央

唐  

津  

東

〃

○
進
路
対
策

〃

加
茂　

耕
一

唐  

津  

南

〃

〃

川
田　
　

毅

伊  

万  

里

〃

○
調
査
広
報

〃

豊
村　

貴
司

武　
　

雄

〃

〃

百
田　

憲
由

有  

田  

工

〃

◇
調
査
広
報

顧　
問

小
出　

邦
彦
（
佐
高
P
連
元
会
長
）

第７０回全国高Ｐ連大会島根大会
「ご縁づくり」～新たな明日への礎のために～

令和３年度 佐賀県高等学校ＰＴＡ連合会新役員の皆さん
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香
楠
中
学
校
・
鳥
栖
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
前
会
長  

山
﨑　
裕
史  

氏

　

平
成
30
年
度
の
全
国
高
Ｐ
連
大
会

佐
賀
大
会
で
は
、
鳥
栖
地
区
で
開
催

さ
れ
た
第
３
部
分
科
会
の
責
任
者
。

本
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
用
の
ビ
ブ
ス
、

生
徒
会
と
の
交
流
会
、
制
服
バ
ザ
ー
、

応
援
タ
オ
ル
な
ど
を
発
案
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
活
動
内
容
の
見
直
し
を
行

い
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
活
動
し
や
す

い
よ
う
に
尽
力
さ
れ
た
。

佐
賀
北
高
等
学
校
後
援
会

　
　
　
　
前
会
長  

野
中　
宣
明  

氏

　

本
校
後
援
会
会
長
及
び
副
会
長
と

し
て
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
学
校
祭

な
ど
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
や
、
後

援
会
主
催
事
業
で
あ
る
大
学
視
察
研

修
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
、
合
格
祈
願
祭
、
後
援
会
新
聞
の

発
行
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
と
保
護

者
の
連
携
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
い
た
。

佐
賀
西
高
等
学
校
後
援
会

　
　
　
　
前
会
長  

森　
　
裕
章  

氏

　

後
援
会
役
員
と
し
て
、
学
校
祭
に

お
け
る
来
場
者
向
け
カ
フ
ェ
の
開
設

や
寒
稽
古
後
の
手
作
り
善
哉
の
提
供

等
、
積
極
的
に
行
事
を
企
画
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
教
育
活
動
を
支
え
て

き
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
佐
高
Ｐ

連
副
会
長
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研

修
会
の
運
営
に
も
あ
た
り
、
後
進
育

成
を
担
っ
た
。

唐
津
東
高
等
学
校
・
唐
津
東
中
学
校

振
興
会

　
　
　
　
前
会
長  

石
井　
隆
成  

氏

　

平
成
26
年
度
、
27
年
度
お
よ
び
令

和
元
年
度
、
２
年
度
に
本
校
振
興
会

の
本
部
役
員
を
務
め
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
令
和
２
年
度
は
会
長
と
し
て
、

本
部
役
員
会
や
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
体
育
祭
で
の
入
場
者
の

検
温
の
ご
協
力
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
本
校
振
興
会

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。

佐 賀 工 業 高 校
早稲田佐賀高校

山﨑　裕史 氏
野中　宣明 氏

国国

　

例
年
、
教
育
後
援
会
新
聞
「
か
け
は
し
」
の
年
２
回
発
行
、
文
化
祭
に
お

け
る
バ
ザ
ー
、
子
ど
も
た
ち
の
進
路
の
参
考
を
目
的
と
す
る
企
業
訪
問
研
修
、

３
年
生
を
送
る
会
に
お
け
る
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
提
供
な
ど
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
加

型
活
動
」
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

佐
賀
工
業
高
等
学
校
教
育
後

賀
工
業
高
等
学
校
教
育
後

佐

援援
会会

早
稲
田
佐
賀
高
等
学

後
援
会

稲
田
佐
賀
高
等
学

後
援
会

早

校校

　

学
校
行
事
等
を
保
護
者
の
視
点
で
楽
し
く
伝
え
る
広
報
誌
の
作
成
、
文
化
祭

で
の
バ
ザ
ー
や
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
、
バ
ザ
ー
売
上
金
の
生
徒
会
へ
の
寄
付

な
ど
、
本
校
教
育
活
動
全
般
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
よ
り

生
徒
が
集
ま
る
本
校
の
特
色
か
ら
、
国
内
６
地
区
に
あ
る
後
援
会
支
部
で
の
保

護
者
交
流
も
活
発
で
あ
る
。

白
石
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

白
石
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
教
育
活
動
に
対

す
る
協
力
並
び
に
援
助
を
達
成
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
る
。
定
期
評
議

委
員
会
や
、
９
月
に
開
催
す
る
白
高

祭
（
文
化
祭
、
体
育
祭
）
を
は
じ
め

と
す
る
学
校
行
事
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
大
学
・
企
業
訪
問
等
を
行
っ

て
い
る
。

白 石 高 校
鳥栖工業高校

森　　裕章 氏
石井　隆成 氏

鳥
栖
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

鳥
栖
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
赤
字
化
し
一
時

閉
鎖
し
て
い
た
同
窓
会
館
食
堂
の
再

開
に
こ
ぎ
つ
け
、
そ
の
食
堂
運
営
の

在
り
方
を
検
討
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

で
の
食
品
販
売
等
を
取
り
入
れ
て
、

懸
案
事
項
の
解
決
を
行
っ
た
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
は
全
国
高
Ｐ
連
大
会
佐

賀
大
会
第
３
分
科
会
「
鳥
栖
会
場
」

の
運
営
を
行
い
、
大
会
の
成
功
に
貢

献
し
た
。

◎
功
労
者
表
彰

香
楠
中
・
鳥
栖

山
﨑　

裕
史

三 

養 

基

村
山　

修
一

佐 

賀 

東

仁
位
喜
美
彦

佐 

賀 

西

森　
　

裕
章

佐 

賀 

北

野
中　

宣
明

唐
津
東
中
・
高

石
井　

隆
成

唐 

津 

西

砂
田　

哲
也

伊 

万 

里

坂
田　

英
樹

太　
　

良

江
﨑　

政
文

◎
功
労
者
表
彰

伊
万
里
実

古
賀　

幸
枝

佐 

賀 

農

大
石　

隆
慎

鳥 

栖 

工

三
宅
真
太
郎

鳥
栖
工
定

佐
藤　

龍
二

佐
賀
工
定

池
田　
　

香

唐 

津 

商

高
田　
　

潤

神
埼
清
明

大
澤　

忠
明

龍　
　

谷

村
上　

穣
士

佐
賀
清
和

唐
島　

由
晃

佐
賀
学
園

平
田　

尚
大

◎
感
謝
状
贈
呈

佐 

賀 

北

野
中　

宣
明

香
楠
中
・
鳥
栖

山
﨑　

裕
史

牛

津

中
村　

咲
枝

唐
津
東
中
・
高

石
井　

隆
成

佐 

賀 

農

大
石　

隆
慎

鹿　
　

島

尾
崎　

正
見

佐 

賀 

工

副
島　

政
史

伊 

万 

里

坂
田　

英
樹

佐
賀
学
園

平
田　

尚
大

佐
賀
工
定

池
田　
　

香

佐 

賀 

西

渡
邊　

成
樹

香
南
中
・
鳥
栖

林　
　

嘉
英

牛　
　

津

時
貞　

充
尚

唐
津
東
中
・
高

大
井
手
広
毅

佐 

賀 

農

久
富　

光
祐

鹿　
　

島

梶
原　

裕
隆

鳥 

栖 

工

三
宅
真
太
郎

唐
津
青
翔

石
丸　

知
弘

伊
万
里
特
支

大
久
保
紀
子

・
香
楠
中
・
鳥
栖

　

  「
香
楠
中
・
鳥
栖
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」

・
三
養
基　

  「
三
養
基
」

・
神　

埼　

  「
か
ち
が
ら
す
」

・
佐
賀
西　

  「
薫
楠
」

・
佐
賀
北　

  「
朝
の
風
」

・
小　

城　

  「
小
城
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

・
唐
津
西　

  「
ま
つ
ら
」

・
伊
万
里　

  「
笹
尾
台
の
風
」

・
鹿　

島　

  「
鹿
島
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
」

・
高
志
館　

  「
瀬
の
音
」

・
佐
賀
農　

  「
大
地
」

・
有
田
工　

  「
有
薫
」

・
鳥
栖
商　

  「
飛
翔
」

・
佐
賀
商　

  「
恒
星
」

・
神
埼
清
明  「
生
命
」

・
嬉
野
（
塩
田
校
舎
）「
観
瀾
亭
」

・
嬉
野
（
嬉
野
校
舎
）「
立
志
」

・
東
明
館　

  「
基
の
山
城
」

　

令
和
２
年
度
は
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
に
佐
賀
県
内
か
ら
18
紙
の
応
募
が

あ
っ
た
。
県
内
の
審
査
会
を
３
月
16

日
（
火
）
に
行
い
、
佐
賀
西
、
伊
万

里
、
高
志
館
、
有
田
工
、
嬉
野
（
嬉

野
校
舎
）
の
５
校
の
広
報
紙
を
九
高

Ｐ
連
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
提
出
。

そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
佐
賀
西
の
広
報

紙
「
薫
楠
」
は
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

３年生を送る会
（豚汁・おにぎり提供）
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頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!頑張ってるね!
!

　　 輝いてる
ね!!

「
全
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
鳥
栖
工
業
高
等
学
校

後
援
会
の
活
動
に
つ
い
て　佐

賀
北
高
等
学
校

＃
キ
セ
キ
部

　

伊
万
里
高
等
学
校

　

本
校
は
、
毎
年
１
月
に
体
育
学
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
競
技
を
通
し
て

生
徒
間
の
相
互
理
解
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
校
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

で
56
回
を
数
え
る
歴
史
の
あ
る
行
事

で
す
。

　

コ
ー
ス
は
約
10
㎞
の
急
激
な
上
り

坂
・
下
り
坂
の
あ
る
河
内
ダ
ム
を
通

る
難
コ
ー
ス
で
、
今
年
は
１
月
20
日

（
水
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
駅
伝
部
と
女
子
・

３
年
生
が
ス
タ
ー
ト
し
、
10
分
後
に

２
年
生
、
更
に
10
分
後
に
１
年
生
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
は
飛
入
り

参
加
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
出
走
し
ま

し
た
。
駅
伝
部
は
さ
す
が
に
30
分
程

度
で
ゴ
ー
ル
し
ま
す
が
、
一
般
の
生

徒
は
60
分
以
上
か
か
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
全
員
が
完
走

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
間
地

点
で
生
徒
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
よ
る
給

水
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
人
の

手
を
触
れ
ず
食
材
を
食
べ
さ
せ
よ
う

と
、
県
内
で
も
数
少
な
い
学
校
食
堂

に
依
頼
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
走
り
終
わ
っ
た

生
徒
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か
ら
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
受
け
取
り
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
生
徒
が
負

け
ず
に
頑
張
る
姿
に
、
役
員
も
大
い

に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
北
高
校
後
援
会
は
、
10
月
に

開
催
す
る
大
学
視
察
研
修
と
保
護
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
、
３
学
期

の
始
業
式
の
日
に
開
催
す
る
合
格
祈

願
祭
、後
援
会
新
聞
「
朝
（
あ
し
た
）

の
風
」
の
２
回
の
発
行
を
柱
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
視
察
研
修
は
、
全
て
の
保
護

者
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
例
年
70
名

程
度
の
参
加
者
を
得
て
近
県
の
大
学

を
訪
問
し
、
大
学
の
概
要
説
明
を
受

け
た
後
、
施
設
見
学
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
生
徒
の
進
学
希
望
が
多
い

大
学
を
中
心
に
訪
問
し
て
い
る
た
め
、

保
護
者
に
と
っ
て
様
々
な
大
学
の
特

色
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
学
校
に
何
か

恩
返
し
を
し
た
い
と
、
十
数
年
前
の

後
援
会
長
の
発
案
で
始
ま
っ
た
行
事

で
す
。
保
護
者
と
子
供
た
ち
と
先
生

方
合
わ
せ
て
２
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
、
日
常
の
掃
除
で
手

の
回
ら
な
い
箇
所
を
中
心
に
清
掃
を

し
て
い
ま
す
。
見
違
え
る
よ
う
に
き

れ
い
に
な
り
、
参
加
者
は
気
持
ち
の

　

合
格
祈
願
祭
及
び
鏡
開
き
は
、
３

学
期
の
始
業
式
当
日
に
行
っ
て
い
る

行
事
で
、
神
主
さ
ん
を
お
招
き
し
て

の
合
格
祈
願
の
神
事
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
２
学
期
終
業
式
当
日
に
同
窓

会
主
催
の
餅
つ
き
会
で
合
格
内
定
者

が
つ
い
た
縁
起
の
良
い
餅
を
、
受
験

に
向
か
う
生
徒
た
ち
に
ぜ
ん
ざ
い
な

ど
に
し
て
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
神
妙
な
面
持
ち
で
神
事
に

臨
ん
だ
後
、
振
る
舞
わ
れ
た
餅
を
頬

　

こ
の
よ
う
な
行
事
も
昨
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
中
止
や
内
容
を
一
部
変
更
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
も
早

く
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
祈

念
し
、
佐
賀
北
高
後
援
会
の
活
動
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　

キ
セ
キ
を
起
こ
そ
う
！
…
そ
ん
な

大
げ
さ
な
こ
と
本
当
に
で
き
る
の

か
？
と
、
思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く

な
い
は
ず
。
し
か
し
、
そ
う
思
う
の

は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何

か
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
き
、
先

の
想
像
が
で
き
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
で
し
ょ
う
。
＃
キ
セ
キ
部
は
、

ま
だ
誰
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
模
索
し
つ
つ
、
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。
常
に
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、「
行
動
を
起
こ
せ
ば
、

奇
跡
は
必
ず
起
き
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
を
信
じ
て
行
動
し

続
け
る
こ
と
で
、
何
か
面
白
い
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
改
め
て
＃
キ
セ
キ
部
と
は

何
か
を
紹
介
し
ま
す
。
＃
キ
セ
キ
部

は
、
佐
賀
県
が
推
進
し
て
い
る
「
地

域
と
つ
な
が
る
高
校
魅
力
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て

２
０
１
９
年
度
に
発
足
し
た
、
伊
万

里
高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
創

生
活
動
を
行
う
チ
ー
ム
で
す
。
現
在

進
行
中
の
企
画
と
し
て
、「
キ
セ
キ

部
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
菓
子
作
り
」、「
伊

万
里
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
」、「
キ
セ
キ
ト
ー
ク
」
等
が
あ

り
ま
す
。
キ
セ
キ
ト
ー
ク
と
は
、
生

徒
が
企
画
・
運
営
す
る
キ
ャ
リ
ア
講

演
会
で
す
。
通
常
な
ら
ば
、
講
師
は

先
生
た
ち
が
決
め
て
行
う
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
キ
セ
キ
ト
ー
ク

で
は
、
講
師
の
選
定
か
ら
、
講
師
と

の
事
前
打
ち
合
わ
せ
、
そ
し
て
当
日

の
司
会
進
行
、
さ
ら
に
は
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
の
と
り
ま
と
め
ま
で
、
ほ
ぼ

全
て
を
＃
キ
セ
キ
部
の
担
当
生
徒
が

行
い
ま
す
。
講
師
の
選
定
の
際
に
は
、

全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、

生
徒
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
努
力
が
実

り
、
２
０
２
０
年
度
に
は
佐
賀
県
主

催
の
「
佐
賀
さ
い
こ
う
！
企
画
甲
子

園
」
に
参
加
し
、
最
終
８
チ
ー
ム
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

＃
キ
セ
キ
部
で
は
、
若
者
が
伊
万

里
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
を
胸
に
、
高
校
生
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
こ
れ

ら
の
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
お

年
寄
り
、
小
さ
な
子
供
た
ち
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
な
ど
、
様
々
な

世
代
の
人
々
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
最
終
的
に
は
、
伊
万
里
の
ま

ち
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
目
標
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
、「
奇
跡
は
起
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
証
明
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
の
活
動
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
温
か
く
応
援
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
３
年

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間
：
９
月
21
日
（
火
）
か
ら
30
日
（
木
）
ま
で
の
10
日
間

「
９
月
30
日
（
木
）」
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
　
　
　
　
　
　
「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル　
高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
「
や
め
よ
う
！
佐
賀
の
よ
か
ろ
う
も
ん
運
転
」

　
ス
ロ
ー
ガ
ン

 

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

北九州市立大学訪問時の様子

良
い
汗
を
か
い
て
お
り
ま
す
。

昇降口の清掃に励む参加者

張
り
、
受
験
に
向
け
た
活
力
に
し
て

い
ま
す
。

合格祈願祭での玉串奉奠の様子
～
高
校
生
の
手
で
、
奇
跡
を
起
こ
そ
う
！
～

冨永ボンド氏をお招きして行ったキセキトーク
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佐
賀
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
ぬ

く
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、
中
学
生

や
高
校
生
の
留
学
や
海
外
研
修
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、

県
内
の
中
学
生
や
高
校
生
が
佐
賀
に

い
な
が
ら
学
校
や
地
域
で
同
年
代
の

外
国
の
若
者
と
交
流
し
、
国
際
的
な

視
野
と
世
界
で
通
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る
機

会
を
増
や
す
た
め
に
、
海
外
か
ら
の

留
学
生
や
学
校
交
流
の
受
入
れ
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
留
学
や
学
校
交
流
な
ど

で
海
外
か
ら
佐
賀
県
を
訪
れ
る
外
国

人
留
学
生
等
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ク

こ
ん
な
方
に
お
す
す
め

・
国
際
交
流
を
し
て
み
た
い

・
外
国
人
と
の
生
活
を
体
験
し
た
い

・
親
子
で
外
国
語
を
勉
強
し
た
い

・
子
ど
も
に
海
外
留
学
を
さ
せ
て
み
た
い

海
外
か
ら
の
留
学
生
等
は
…

・
15
歳
～
18
歳
ぐ
ら
い

・ 

タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル

等
多
く
の
国
々
か
ら

・
１
日
～
最
長
１
年
間
滞
在

・
日
本
が
好
き

・ 

日
本
語
と
日
本
の
文
化（
ア
ニ
メ
・

マ
ン
ガ
を
含
む
）
に
興
味
が
あ
る

　

海
外
か
ら
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、

佐
賀
の
生
徒
達
に
と
っ
て
も
、
一
緒

に
授
業
や
部
活
動
な
ど
を
通
し
て
交

流
し
、
佐
賀
の
文
化
・
こ
と
ば
・
食

や
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
互
い
に
か

け
が
え
の
な
い
友
情
を
育
む
と
と
も

に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
関
心
を
高

め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

留
学
生
等
を
受
け
入
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
か
ら
は
、「
初

め
て
の
受
入
れ
で
ど
ん
な
子
が
来
る

の
か
ド
キ
ド
キ
し
た
が
、
家
族
で
過

ご
し
た
日
々
は
、
と
て
も
充
実
し
た

貴
重
な
経
験
と
な
り
、
今
も
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
海
外

か
ら
の
留
学
生
等
の
受
入
れ
に
御
興

味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
教
育
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
後
援
会
活
動
の
中
で

も
直
接
子
供
た
ち
と
関
わ
る
機
会
を

有
す
る
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

後
援
会
だ
よ
り
（
広
報
紙
）
の
編
集

刊
行
（
５
月
か
ら
12
月
）

　

創
刊
号
（
第
１
号
）
か
ら
し
ば
ら

く
は
年
２
回
（
７
月
と
12
月
）
の
頻

度
で
刊
行
さ
れ
た
。

　
誌
面
の
拡
充

　

創
刊
号
で
は
２
面
で
あ
っ
た
紙
面

は
徐
々
に
拡
充
が
な
さ
れ
、
第
24
号

の
Ａ
４
判
16
面
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
と
い

う
体
裁
は
、
最
新
号
に
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
平
成
27
年
度
に
刊
行
さ

れ
た
第
23
号
は
九
高
Ｐ
連
よ
り
優
良

賞
を
受
賞
し
、
そ
の
後
連
続
し
て
の

受
賞
が
続
い
て
い
る
。（
う
ち
２
回

は
優
秀
賞
を
受
賞
）

　
第
28
号
（
令
和
２
年
度
）
編
集
状
況

　

編
集
委
員
は
、
地
区
役
員
の
う
ち

広
報
・
研
修
担
当
の
委
員
10
名
お
よ

び
会
長
１
名
、
副
会
長
10
名
で
組
織

さ
れ
た
。
第
１
回
の
広
報
研
修
委
員

会
に
て
、
全
体
構
成
が
話
し
合
わ
れ
、

「
今
ド
キ
ッ
西
高
生
」「
先
輩
に
聞
い

て
み
た
」
の

２
大
企
画
が

決
め
ら
れ
た
。

西
高
祭
と
部

活
動
の
ペ
ー

ジ
は
定
番
と
な
っ
て
い
る
。
西
高
川

柳
、
学
校
図
書
館
職
員
に
よ
る
コ
ラ

ム
「
か
ち
が
ら
す
」
も
定
番
の
企
画

で
あ
る
。
当
初
の
予
定
ど
お
り
、
例

年
と
同
じ
く
12
月
の
三
者
面
談
の
際

に
保
護
者
へ
配
布
さ
れ
た
。

西
高
祭
関
連
活
動
（
９
月
上
旬
）

　

西
高
祭
初
日
、
日
没
の
頃
か
ら
伝

統
あ
る
ス
ト
ー
ム
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
校
庭
に
は
大
き
な
炎
が
上
が
り
、

そ
れ
を
囲
む
子
供
た
ち
の
力
強
い
歌

声
が
響
き
渡
る
。後
援
会
は
、ス
ト
ー

ム
の
見
学
及
び
写
真
撮
影
を
実
施
し

て
い
る
。

登
校
巡
視
（
10
月
頃
）

　

登
校
時
の
安
全
確
保
や
マ
ナ
ー
向

上
の
た
め
に
教
職
員
と
後
援
会
役
員

に
よ
る
登
校
巡
視
を
４
日
間
実
施
し

て
い
る
。
巡
視
時
間
終
了
後
は
、
注

意
す
べ
き
危
険
な
点
な
ど
の
事
項
を

学
校
教
職
員
と
共
有
し
、
学
校
や
家

庭
に
お
け
る
助
言
・
指
導
に
活
か
し

て
い
る
。

栄
城
善
哉
会
の
開
催（
１
月
下
旬
頃
）

　

例
年
１
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
る

寒
稽
古
の
最
終

日
に
、
子
供
た

ち
に
善
哉
を
振

る
舞
う
善
哉
会

を
実
施
し
て
お

り
、
子
供
た
ち

へ
は
好
評
で
あ

る
。

終
わ
り
に

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
学
校
行
事
を

通
じ
て
子
供
た
ち
や
学
校
教
職
員
と

直
接
関
わ
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

第１分科会

佐賀西高等学校後援会活動報告

～子供たちと関わるPTA活動～

佐賀県立佐賀西高等学校

後援会副会長　堀　　良彰

問合せ・申込み先

佐賀県教育庁教育振興課
電     話：0952-25-7411
E-mail：global-jinzai@pref.saga.lg.jp

家族とはじめての日本のお正月

家族でおでかけ
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佐
賀
県
留
学
生
等
受
入
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

語
ろ
・
つ
な
が
ろ　

鹿
児
島
大
会（
要
項
掲
載
概
要
）




